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今年度の NST 通信も引き続き、各部署の NST 委員の方に記事担当をお願いしてトピックスなどを紹介しています。 

今月は歯科口腔外科の担当です。今年度から行っている口腔内評価のツールを紹介します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ  
◆委員会 9 月 26 日(木)16 時 00 分～講義室 
◆勉強会   

9 月 26 日(木) 17 時 40 分～ 研修室 
◇情報提供    JMS 

◇症例      HCU 

◇ミニレクチャーor 論文紹介  

   4 東病棟・検査室 

ORAL HEALTH ASSESSMENT TOOL 日本語版（OHAT－J） 

看護、介護スタッフが障害者や要介護者の口腔問題を簡便に評価するための口腔スクリーニングツールです。 

評価項目は、①口唇、②舌、③歯肉・粘膜、④唾液、⑤残存歯、⑥義歯、⑦口腔清掃、⑧歯痛で 

状態によって３段階で評価します。     は歯科受診を勧めます。  

スコアが高いほど口腔内の状態が悪く、４～７月で歯科口腔外科が介入した事例は 

潰瘍、歯肉出血、う歯多数、義歯不適合、外科周術期、動揺歯、口腔カンジダ症、 

心内膜炎などがありました。NST 介入患者さんは、乾燥している方が 

多かったので、口腔内をみる時はチェックしてみてください。 

NST 介入患者さんには OHAT－J を使用して口腔内評価をしています。 

病棟での口腔内観察や口腔ケアの参考にしてみてください。 

２０１６年診療報酬改定から歯科医師連携加算が採用され、歯科医師・歯科衛生士が 

チームに加わり、患者さんの口腔ケアに携わっていただいています。 

口腔のことで 

何かあれば 

お 気 軽 に ど う

ぞ! 


